
多 様 な 働 き 方 へ の 支 援 に つ い て 

答弁：市内企業に対し、資料作成、企画構想、調査・分析、
データ入力、プログラミングなど、テレワークに適した業務
分野を中心に、育児・介護等といった事情を抱えている従業
員の離職防止といった企業側のメリットや、中小事業主のテ
レワーク導入の取り組みに際しての経費の一部が支給され
る、国の「職場意識改善助成金」等の支援策について、労働
局等の関係機関と連携した周知を進めて参ります。  

質問：市内事業者へ
のテレワークの普及
促進の取り組みにつ
いての見解は？  
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 多様な働き方として近年注目されている一つに「テレワーク」という形態の働き方が
あります。「テレワーク」とは、パソコンや携帯端末などICT（情報通信技術）を活用
した、場所や時間にとらわれない柔軟な働き方と伺いました。 
 千葉市においても、仕事と育児・介護の両立ができるよう、多様な働き方ができる
改革が求められていると考えます。ＩＣＴ（情報通信技術）を活用した在宅テレワー
クの普及によって仕事の効率化も進める上で伺います。  

答弁：あらゆる職員が仕事と育児や介護を両立できるよう多
様な働き方を検討することは、職員のワーク・ライフ・バラ
ンスの推進、多様な人材の確保・活用等の観点から有効であ
ると考えられるため、現在、作成を進めている第二次人材育
成・活用アクションプランの取組み項目として、検討を進め
て参ります。  

質問：千葉市職員へ
のテレワーク等を
利用した在宅勤務
を可能にするため
の課題について、
どのように認識さ
れているのか？ 

文 化 芸 術 振 興 に つ い て 

答弁：今年度の新規事業として、７月から１０月にかけ、
市内の幼稚園など７園に、千葉市ゆかりのアーティスト
が出向き、音楽の出張サービス、いわゆるアウトリーチ
を実施しました。さらに、総仕上げとして１１月には、
事業提携している東京フィルハーモニー交響楽団のメン
バーと園を巡回したアーティストによる、親子のための
クラシックコンサートを開催しました。 
 このような、就学時前の子どもたちが日常の場でアー
ティストの生の演奏に耳をかたむけたり、非日常的な
ホールで一流の音楽を体感することは、個々の感性や情
感を豊かにし、芸術そのものの楽しさを発見することに
つながり、ひいては本市の文化芸術を担う人材の育成や
文化芸術の底上げになるものと考えます。 

質問：今年度、千葉市
は、子供たちに本格的
な音楽に親しんでもら
う「こどもミュージッ
クプロムナード」事業
を実施したとお聞きし
ま し た が、「こ ど も
ミ ュ ー ジ ッ ク プ ロ ム
ナード」事業の具体的
な内容と効果について
お聞かせください。 

 子どもの持つ優れた感性を伸ばし、豊かな創造性をはぐくむため、本物の演奏や公
演、多様な分野の芸術家を招く体験は、千葉市の文化芸術を発展させるためにも重要
なことであります。 



千葉都心のグラン ドデザインとにぎわいづ く りについて 

答弁：駅の東口、西口、北口、各
方面別に、今後のまちづくりの
方向性等をまとめるとともに、
商店街等地区単位での整理を行
い、千葉都心全体の将来像とイ
メージを作り上げていくことと
しております。  

質問：千葉市は、今年度、1296万円の委託料
で、三菱地所設計・ちばぎん総合研究所共同企
業体に、千葉駅周辺の活性化のためのグランド
デザイン策定業務を委託発注していると聞いて
おります。その委託に当たっての千葉市からの
委託業務仕様書で指示した内容についてお聞か
せください。 

答弁：各学校では、「こども１１０番のいえ」について、防
犯教室や学級指導の際に、安全マップ等を活用し、子ども
たちへ周知するとともに、生活科や総合的な学習の時間に
おける地域探検の学習等で、その場所を確認したり、訪問
したりしております。 
今後も、教育委員会では、各学校での「こども１１０番の
いえ」の周知方法や学習での取組状況を広めていくこと
で、子どもたちの安全、安心を守るよう努めて参ります。 

質問：通学路の防犯
対 策 の 一 環 と し て
「こ ど も 110 番 の
いえ」と学校との連
携を強化すべきと考
えますが、教育委員
会の見解をお聞かせ
ください。 

通 学 路 の 防 犯 対 策 に つ い て 

 千葉市では、「こども110番のいえ」の登録が、平成9年から始まり、本年平成26
年４月時点で、全市に10239件にまで、登録件数が広がっていると聞いております。 
 これだけ広げていただいた「こども110番のいえ」は、積極的に安全教育に活用さ
れるべきと考えます。「こども110番のいえ」というプレートを見やすい場所に表示
していただいて地域の防犯力向上にとどめるだけでなく、日頃から、こどもたちが
「こども110番のいえ」を訪問する体験など有効な防犯安全教育に活用されるべきと
考えます。  

これからも皆様の声をカタチにすべく、全力で頑張ってまいります！ 

市政に関するご意見・ご要望をおきかせください。 
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